
 

 

 

 



 

 

 

目  次 

 

1.  登米市の地域概況の整理 ................................ ..........  1 

1.1  登米市の人口特性 ................................ .......................  1 

1.2  施設の分布状況 ................................ .........................  4 

1.3  移動実態 ................................ ...............................  8 

2.  公共交通の現状に関する整理 ................................ .....  16 

2.1  市民バス ................................ ..............................  16 

2.2  住民バス ................................ ..............................  26 

2.3  デマンド型乗合タクシー ................................ ................  39 

2.4  鉄道・ＢＲＴ ................................ ..........................  47 

2.5  高速バス ................................ ..............................  50 

3.  公共交通の利用実態及びニーズに係る調査 .........................  51 

3.1  市民アンケート調査 ................................ ....................  51 

3.2  高校生アンケート調査 ................................ ..................  62 

3.3  市民バス利用実態調査 ................................ ..................  66 

3.4  ＪＲ駅利用実態調査 ................................ ....................  68 

3.5  交通事業者ヒアリング ................................ ..................  70 

3.6  コミュニティ組織ヒアリング ................................ ............  71 

4.  現況等のまとめ ................................ .................  73 

4.1  登米市の地域概況 ................................ ......................  73 

4.2  公共交通の現況 ................................ ........................  73 

4.3  公共交通の利用実態及びニーズ ................................ ..........  74 

5.  参考 ................................ ...........................  75 

5.1  立地適正化計画について ................................ ................  75 

5.2  数値指標の考え方 ................................ ......................  76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

ǡ ╓ ǡ  
地域公共交通に関する基礎データとして、登米市（以下、「本市」という。）における人口特性

及び主要施設などの分布状況について整理します。また、移動特性として目的別の人口流動状況

や主な移動手段、運転免許保有状況などについて把握します。 

 

1.1  ǡ  

(1)  ┌ 

〇平成以降の本市の人口は減少傾向にあり、平成２（1990）年の 98,231 人から令和２（2020）

年の 76,037人までの 30年間で 22,194人減少しています。 

〇平成２（1990）年と令和２（2020）年の年齢構成割合をみると、年少人口は 20.4％から 11.0％

へ、生産年齢人口は 62.2％から 53.1％へ減少している一方、老年人口は 17.4％から 35.5％へ

増加しており、少子高齢化が進行しています。 

〇平成以降の各地域における人口の推移をみてみると、すべての地域で人口が減少しています。

特に、登米地域、東和地域、米山地域、石越地域、津山地域においては、全市平均以上の減少

となっています。 
 

þ ᶍ ᶍ ┌ 

β ⌐╟╡ ─ ⅜100 ⌐⌂╠⌂™ ⅜№╢⁹ 
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(2)  ǡ ┌ 

〇国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、本市の人口は今後も減少が続き、さらに高齢

化が進展していくことが見込まれています。 

〇年齢３区分では、令和 32（2050）年に年少人口は 3,183人（令和２（2020）年比で 61.9％減）、

生産年齢人口は 19,114人（令和２（2020）年比で 53.0％減）、老年人口は 21,484人（令和２

（2020）年比で 20.5％減）まで減少することが見込まれています。 

 

þ ᶍ ᴴ ᶍ  
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1.2  ǡ  

(1)   

〇登米市役所は、本庁舎が迫地域、分庁舎が中田・南方地域、総合支所が各地域に立地していま

す。 

〇商業施設は、中心市街地を形成する迫地域や国道 346 号及び国道 398 号沿いに多く立地して

います。 

〇医療施設としては、地域の医療連携の中核を担う登米市民病院が迫地域に立地するほか、回復

期医療や在宅医療を担う病院・診断所が東和地域、中田地域及び豊里地域に立地しています。 

〇高校は、市内に４校立地しており、徒歩圏に市民バスの停留所を設置しています。また、隣接

する栗原市の迫桜高等学校に市民バスの停留所を設置しています。 

〇一部の医療施設を除き、主要施設の多くは鉄道駅やバス停の徒歩圏※に含まれています。 

 

þ ᶇ ♯ᴴḘḁ ᶍ  
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(2)   

〇主要観光施設は市内全域に点在しています。文化・歴史分野の施設及び物販施設はほとんどが

バス停の徒歩圏内に立地していますが、自然分野の施設では、登米市伊豆沼・内沼サンクチュ

アリセンターのみとなっています。 
 

þ ᶇ ♯ᴴḘḁ ᶍ  
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1.3  ┌  

(1)   

ӡ Ǟ ǌǾ  

〇本市を居住地とする 15 歳以上の就業者 38,892 人のうち、市内で働く就業者は 30,247 人

（77.8％）、他自治体で働く就業者（流出）は 8,645 人（22.2％）となっています。また、本

市を従業地とする 36,021人のうち、他自治体の居住者（流入）は 5,774 人（16.0％）となっ

ています。 
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Ӣ Ǟ ǌǾ  

〇本市を居住地とする 15歳以上の通学者 2,846人のうち、市内への通学者は 1,800人（63.2％）、

他自治体への通学者（流出）は 1,046人（36.8％）となっています。また、本市を通学先とす

る 2,049人のうち、他自治体の居住者（流入）は 249人（12.2％）となっています。 

 

þ ᶍ   

 

 

 

 

 

  

  

 

 

100   

30 100  

30  



10 

 

 

(2)   

〇18 歳以上の市民を対象とした「登米市の公共交通に関する市民アンケート※」調査結果では、

通院、買い物及び通勤・通学のいずれの目的においても、他地域から中心市街地を形成し主要

施設が多く立地する迫地域への移動が多くなっています。 

〇このほか、通院、買い物においては、東和地域から中田地域への移動割合が多くなっています。 

〇地域内の移動割合が多いのは、通院では迫地域、登米地域、東和地域、中田地域、豊里地域及

び石越地域、買い物では迫地域、登米地域、中田地域、豊里地域及び米山地域、通勤・通学で

は迫地域、東和地域、中田地域、豊里地域及び米山地域となっています。また、市外への移動

割合が多いのは、豊里地域や石越地域、津山地域となっています。 

β▪fi◔כ♩ ⌐≈™≡│⁸₈3. ─ ⌐☼כ♬┘ ╢ ₉≢ ⁹ 
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β20 ─ ╩ ⁹ 

─ ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩ 2024   

(80.8%) (0.0%) (0.6%) (3.6%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (15.0%) (100.0%)
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(3)  ┌  

〇通院、買い物、通勤・通学といった日常生活における移動手段は、いずれも「自動車（自分で

運転）」が最も多くなっています。 

〇なお、本市における運転免許証保有者は、令和５（2023）年12月末時点で53,882人となってい

ます。このうち75歳以上の保有者は6,200人であり、75歳以上の人口の45.4％（2.2人に１人）

が免許証を保有している状況です。 

〇本市では加齢による身体機能や判断力の低下などにより運転に不安を抱える人の支援を行う

ため、運転免許自主返納支援事業※（以下、「支援事業という。」）を実施していますが、運転免

許返納者数は令和元（2019）年をピークに減少傾向にあります。 

〇運転免許返納者による支援事業の申請率は、令和２（2020）年から令和３（2021）年にかけて

大きく減少しましたが、その後はゆるやかな増加傾向にあり、令和５（2023）年では16.0％と

なっています。 

β 20 2008 ⌐ ╩ ⇔√ ╩ ⌐⁸

≤⇔≡ Ᵽ☻─ 1 ₈№⇔⅜╢ↄ╪₉╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ∫≡™
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R5

,,

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

69 114 144 179 230 222 174 157 131

12 19 40 50 61 68 24 22 21

17.4% 16.7% 27.8% 27.9% 26.5% 30.6% 13.8% 14.0% 16.0%
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2.  ǡ Ǟ ǌǾ  

2.1  ȹȢ 

(1)  ◖  

〇市民バスは、平成 19（2007）年４月１日から本格運行を開始し、令和６（2024）年４月１日現

在、11路線 27系統（平日 87便・休日 54便）で運行しています。 

〇令和６（2024）年４月１日から運賃を１乗車 100円から 200円に見直すなどの改定を行ってい

ます。 

〇運行は（株）ミヤコーバスに委託しています。 

 

þ Ḙḁᶍ◖ ֩  ֪

  

 
75  200  

75  100  

  

  

 

 

 6,400  

 18,000  

 33,600  

 

 7,200  

 21,600  

 43,200  

 

þ Ḙḁᶍ◖ ḳᴻḐ֩ ֪֩ /  ֪
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þ Ḙḁᶍ◖ ḳᴻḐ֩ ֪֩ /  ֪
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þ Ḙḁᶍ◖ ֩  ֪

No.    

   

 

 

  

   

 

 

 

   

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  10  

 

 

  

    

 

 

 

    

 

 

 

   11  

 

 

 

    

 

 

 

10  11  

 

 

 

 

 

  

 

 

11 

 

 

 

 

  

   87  

54  

  

 

  



19 

 

 

(2)  ǡ ┌ 

〇米山登米線、米山佐沼線、新田線の令和５（2023）年度の利用者は、大幅な路線の再編を行っ

た平成 27（2015）年度の利用者より増加しています。また、中心市街地循環線の利用者におい

ても、運行が開始した令和２（2020）年度より増加傾向にあります。一方で、登米線、東西循

環線、東和線、津山線、南方線、石越線の令和５（2023）年度の利用者は、平成 27（2015）年

度の利用者より減少しています。 

 

ӡ  

令和５（2023）年度の利用者は 14,877人となっており、平成 27（2015）年度と比較し増加

しています。 

 
 

Ӣ  

令和５（2023）年度の利用者は 11,666人となっており、平成 27（2015）年度と比較し増加

しています。 

 
 

ӣ  

令和５（2023）年度の利用者は 18,245人となっており、平成 27（2015）年度と比較し減少

しています。 

 
 

Ӥ  

令和５（2023）年度の利用者は 25,982人となっており、平成 27（2015）年度と比較し減少

しています。 

 

  

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

8,528 9,250 13,125 12,659 13,058 10,377 15,178 15,524 14,877

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

10,337 9,711 9,833 11,120 12,843 9,191 8,961 10,434 11,666

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

26,858 28,445 29,832 28,844 25,279 12,132 13,495 12,641 18,245

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

38,990 41,472 40,358 41,438 38,324 28,329 27,613 26,244 25,982

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5
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ӥ  

令和５（2023）年度の利用者は 26,856人となっており、平成 27（2015）年度と比較し減少

しています。 

 

 

Ӧ  

令和５（2023）年度の利用者は 22,848人となっており、平成 27（2015）年度と比較し減少

しています。 

 

 

ӧ  

令和５（2023）年度の利用者は 29,282人となっており、平成 27（2015）年度と比較し同程

度の利用となっています。 

 

 

Ө  

令和５（2023）年度の利用者は 34,038人となっており、平成 27（2015）年度と比較し減少

しています。 

 

  

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

38,540 37,165 37,336 35,800 38,727 28,449 28,061 27,926 26,856

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

36,408 37,153 35,604 39,395 38,727 31,186 27,207 28,469 22,848

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

28,222 31,269 32,495 30,537 31,424 25,521 25,201 25,478 29,282

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

41,778 45,814 47,608 42,641 41,893 30,936 29,562 29,153 34,038

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5
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ө  

令和５（2023）年度の利用者は 20,359人となっており、平成 27（2015）年度と比較し増加

しています。 

 

 

Ӫ Ɫ  

令和５（2023）年度の利用者は 43,852人となっており、平成 27（2015）年度と比較し減少

しています。 

 

 

ӫ  

令和５（2023）年度の利用者は 9,324人となっており、運行を開始した令和２（2020）年度

と比較し増加しています。 

 
  

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

16,225 18,779 20,544 23,410 25,249 20,805 22,140 20,575 20,359

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

60,756 58,797 63,110 64,374 58,712 47,176 47,714 50,963 43,852

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

- - - - - 4,957 7,083 7,736 9,324

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5
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Ⱶꜘ◖כⱣ☻  

 

 

 

 

(3)  ȹȢ  

〇バス停別乗降者数をみると、中心市街地で乗降者が多く見られます。 

〇このほか、各地域の支所や高校、病院、鉄道駅（ＪＲ東北本線：石越駅、ＪＲ気仙沼線：陸前

豊里駅、東北新幹線：くりこま高原駅）、障がい者活動センターなどに停車するバス停につい

ても乗降者が多くなっています。 
 

þḘḁ ֩ 2֩023 ֪ 11  ֪

 

þḘḁ ֩ ֪֩ 2֩023 ֪ 11  ֪

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

╟⌡╛╕  

 

 
⅝∏⌂  

─ ╡Ᵽ☻  
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(4)  ǡ ┌ 

〇市民バス全体の利用者は、新型コロナウイルス感染症流行前の令和元（2019）年以降、大きく

減少（Ｒ２/Ｒ１≒0.8）していますが、高校生通学利用者数※は市民バス全体と比べ利用者数

の減少割合は小さくなっています（Ｒ２/Ｒ１≒0.9）。 

 

þ  

 

 

 

 
 

β ─ ╡Ᵽ☻ ─ ─ ╩ ≤╖⌂∆⁹ ─Ᵽ☻ ╩ ─

╡Ᵽ☻ ≤ ∆╢⁹ 

⁸ ⁸  

 

 

 

  

306,642 317,855 329,845 330,218 324,236 

249,059 252,215 255,143 257,329 

135,923 144,031 144,562 143,056 134,085 121,517 130,266 135,942 129,804 

44.3 45.3 43.8 43.3 41.4
48.8 51.6 53.3 50.4
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2021

R4

2022

R5

2023

,,

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

306,642317,855329,845330,218324,236249,059252,215255,143257,329

135,923144,031144,562143,056134,085121,517130,266135,942129,804

44.3% 45.3% 43.8% 43.3% 41.4% 48.8% 51.6% 53.3% 50.4%
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(5)   

〇運行経費は、大幅な路線の再編を行った令和２（2020）年度に大きく増加しており、平成27

（2015）年度と比較し、令和５（2023）年度の運行経費は1.1倍に増加しています。 

〇一方、運行収入は、新型コロナウイルス感染症の流行が拡大した令和２（2020）年度に前年度

から約21％減少し、その後は増加傾向にありますが、令和２（2020）年度以前の収入より低い

水準で推移しています。平成27（2015）年度と比較し、令和５（2023）年度の運行収入は15％

減少しています。 

〇収支率については、令和元（2019）年度までは15％程度で推移していましたが、令和２（2020）

年度以降は、路線再編による運行経費の増加及び利用者数の減少による運行収入の減少に伴

い、10％程度まで減少しています。  
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þ Ḙḁᶍ ᶍ ┌ 

 
  

183,679 183,621 183,621 183,621 185,082 
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, /,

H27 2015 306,642 183,679 26,522 14.4 600

H28 2016 317,855 183,621 27,567 15.0 578

H29 2017 329,845 183,621 28,789 15.7 557

H30 2018 330,218 183,621 27,953 15.2 557

R1 2019 324,236 185,082 26,387 14.3 571

R2 2020 249,059 210,959 20,784 9.9 848

R3 2021 252,215 210,961 21,548 10.2 837

R4 2022 255,143 210,950 22,196 10.5 827

R5 2023 257,329 217,669 22,656 10.4 846
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2.2  ȹȢ 

(1)  ◖  

〇住民バスは、市民バスが運行していないエリアの輸送サービスとして、主にスクールバスの空

き時間帯を活用し運行されています。 

〇運賃は無料で、一部エリアを除きフリー乗降制（バス停留所以外でも路線上の任意の場所で乗

降できる制度）を導入しています。 

〇運行は市内貸切バス事業者に委託しています。 

 

ӡ ╓ 

〇デマンド型乗合タクシー（詳細は「2.3 デマンド型乗合タクシー」にて後述。）が運行してい

る森地区を除いたエリアにおいて、「梅ヶ沢方面」「飯島・大形方面」の２路線で運行していま

す。 

〇各路線ともに、平日３便の運行となっています。 

 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ ╓֪ 

     

  
 

 
 

 

  
 

 
 

 
β ─ꜝ▬fi   │⁸∆═≡─ Ᵽ☻⅜ ⇔≡™╢ ⁹  
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Ӣ ╓ 

〇「日根牛線」「日野渡線・小島線」の２路線で運行しています。 

〇各路線ともに平日のみの運行となっており、日根牛線が１日３便、月曜日・火曜日の運行で、

日野渡線・小島線が１日４便、水曜日から金曜日の運行となっています。 

 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ ╓֪ 

 

    

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
  

β ─ꜝ▬fi   │⁸∆═≡─ Ᵽ☻⅜ ⇔≡™╢ ⁹ 
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ӣ ╓ 

〇米谷地区において、「米谷病院～東和総合支所」「楼台地区」「相川地区」の３路線で平日のみ

運行していますが、デマンド型乗合タクシーの運行開始に伴い、令和７（2025）年３月末に全

線廃止予定となっています。 
 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ ╓֪ 

 

    

  
 

  

 
 

 
 

  

 
 

 
 

  

β ─ꜝ▬fi   │⁸∆═≡─ Ᵽ☻⅜ ⇔≡™╢ ⁹ 
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Ӥ ╓ 

〇「石森線」「上沼線」「宝江線」の３路線で運行しています（デマンド型乗合タクシーが運行し

ている浅水地区を除く）。 

〇各路線ともに平日３便の運行となっています。 
 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ ╓֪ 

 

    

   
  

  
 

  

  
 

  

β ─ꜝ▬fi   │⁸∆═≡─ Ᵽ☻⅜ ⇔≡™╢ ⁹  
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ӥ ╓ 

〇１路線で平日２便運行されています。また、曜日や午前と午後によって異なる経路での運行と

なっています。 

 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ ╓֪ 
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Ӧ ╓ 

〇８路線で平日のみの運行がされており、路線によって運行の曜日、本数が異なる運行となって

います。 
 

þ ◖ ֩ ╓  ֪

  

 

 

 

 

þ ◖ ֩ ╓ ֪ 
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þ ◖ ֩ ╓ ֪
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ӧ Ɫ ╓ 

〇１路線で平日３便の運行となっています。 

 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ Ɫ ╓֪ 

 

    

  
 

 

12
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Ө ╓ 

〇南方総合支所を起点に、「西郷地区」「東郷地区」の２路線で平日３便での運行となっています。 

 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ ╓֪ 

 

 

 

    

  
 

 
 

  
 

  

β ─ꜝ▬fi   │⁸∆═≡─ Ᵽ☻⅜ ⇔≡™╢ ⁹ 
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ө ╓ 

〇１路線で平日３便の運行がされていますが、このうち、横山地区で月・水・金曜日の３日間、

柳津地区で火・木曜日の２日間での運行となっています。 

 

þ ◖ ᴴ◖ ֩ ╓֪ 
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(2)  ǡ ┌ 

ӡ ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は全地域で最も多く 7,767人となっており、令和２（2020）年

度以前の推移は横ばいの傾向にありましたが、令和３（2021）年度以降、減少傾向にあります。 

 
 

Ӣ ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は全地域で最も少なく 282人となっており、平成 27年（2015）

度以降、減少傾向にあります。 

 
 

ӣ ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は 532人となっており、平成 27（2015）年度以降、著しい減少

傾向にあります。 

 
 

Ӥ ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は 5,142人となっており、平成 27（2015）年度以降、減少傾向

にあります。 

 
  

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

11,037 10,355 10,569 10,950 11,490 11,184 9,236 8,696 7,767

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

1,334 1,160 1,240 1,202 901 731 619 254 282

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

4,762 4,441 3,884 3,162 2,495 863 611 585 532

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

7,895 7,460 7,140 6,331 5,659 4,863 4,883 4,815 5,142

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5
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ӥ ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は 3,215人となっており、平成 27（2015）年度以降、減少傾向

にあります。 

 

Ӧ ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は 2,815人となっており、令和３（2021）年度まで減少傾向に

ありましたが、令和４（2022）年度以降は増加傾向にあります。 

 

ӧ Ɫ ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は 597 人となっており、平成 29（2017）年度まで増加傾向に

ありましたが、以降は横ばいとなり、令和２（2020）年度以降は減少傾向にあります。 

 

Ө ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は 3,241 人となっており、平成 27年（2015）度以降、減少傾

向にあります。 

 

ө ╓ 

令和５（2023）年度の利用者は 991 人となっており、平成 30（2018）年度まで増加傾向に

ありましたが、それ以降は減少傾向にあります。 

 

  

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

6,830 6,799 4,930 4,963 5,009 3,794 3,666 3,316 3,215

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

2,742 2,243 1,916 1,766 1,661 1,428 1,393 2,175 2,815

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

1,142 1,531 1,656 1,547 1,630 1,207 780 862 597

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

6,969 7,030 6,206 5,326 5,205 4,126 3,622 3,432 3,241

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0
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(3)  ◖  

〇住民バスの運行経費※について、平成 27（2015）年度以降の推移をみると、令和４（2022）年

度まではほぼ横ばいの傾向にありましたが、令和５（2023）年度に 145,980千円と大きく増加

しています。 

β☻◒כꜟⱣ☻≤ ∑√ ╩ ⌂≥⌐╟╡ ⇔√ ⁹ 

 

þ Ḙḁᶍ◖ ᴴ ᶍ ┌ 
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H27 2015 44,587 112,054 2,514

H28 2016 43,142 112,054 2,598

H29 2017 39,667 105,000 2,648

H30 2018 37,433 105,000 2,806

R1 2019 36,106 107,618 2,981
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R5 2023 24,582 145,980 5,939
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2.3  ȰɇɜȲ ȨȘȠº 

(1)  ◖ ȑɓȋ¤◖  

〇地域内におけるよりきめ細やかな移動手段の確保を図るため、コミュニティ組織が運営主体

となって、デマンド型乗合タクシーが運行されています。 

〇迫地域内の森地区、東和地域内の米川地区・錦織地区・米谷地区、中田地域内の浅水地区の５

地区で運行されており、地域内での移動の場合の運賃は 300円から 400円となっています。 

〇このうち米谷地区については令和６（2024）年度に実証運行※を開始し、令和７年度から本格

運行へ移行しています。 

β ─ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ⅜ ⅛≈ ⌐ ↕╣╢⅛╩ ∆╢√╘⁸

⌐ ∟ ↕╣╢╙─⁹ 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻ  
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(2)  ǡ ┌ 

〇デマンド型乗合タクシーの利用者は、米川地区を除き増加傾向にあります。 

〇令和５（2023）年度のデマンド型乗合タクシーの利用者は、米川地区で最も多く 2,848人、森

地区で最も少なく 1,320人となっています。 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻ ᶍ ┌ 
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(3)   

ӡ  

〇収支率は、令和２（2020）年度の運行開始から令和４（2022）年度まで上昇傾向にありました

が、令和５（2023）年度で下降に転じています。 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ ᵡᵾᶩ ᴴ ᶍ ┌֩  ֪

 

β │ ⁸ │ ╛ ⁸ ⌂≥─ ⁹ 
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Ӣ  

〇収支率は、令和４（2022）年度まで横ばいとなっていましたが、令和５（2023）年度に下降し

ています。 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ ᵡᵾᶩ ᴴ ᶍ ┌֩  ֪
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ӣ  

〇収支率は、運行が始まった令和２（2020）年度以降、上昇傾向にあります。 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ ᵡᵾᶩ ᴴ ᶍ ┌֩  ֪
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Ӥ  

〇収支率は、運行が始まった令和２（2020）年度以降、上昇傾向にあります。 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ ᵡᵾᶩ ᴴ ᶍ ┌֩  ֪

 

β │ ⁸ │ ╛ ⁸ ⌂≥─ ⁹ 
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ӥ ũ È       É 

〇収支率は、令和２（2020）年度以降、上昇傾向にあります。 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ ᵡᵾᶩ ᴴ ᶍ ┌֩ ֩ ᴲ ᴲ

ᴲ ֪֪ 
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2.4  ¤ŷƇƉ 

(1)  ◖  

〇本市は、ＪＲ東北本線及びＪＲ気仙沼線（ＢＲＴ含む）が運行しています。 

〇鉄道駅についてはすべて市域の外縁部に位置しており、ＪＲ東北本線では梅ケ沢駅、新田駅、

石越駅、ＪＲ気仙沼線では陸前豊里駅、御岳堂駅、柳津駅（ＢＲＴ含む）、陸前横山駅（ＢＲ

Ｔのみ）が整備されているほか、隣接する栗原市にＪＲ東北本線の瀬峰駅、東北新幹線のくり

こま高原駅が整備されています。 

〇この中で、ＪＲ東北本線の瀬峰駅（栗原市）、新田駅、石越駅、ＪＲ気仙沼線の陸前豊里駅、

柳津駅、東北新幹線のくりこま高原駅（栗原市）には市民バスが接続しています。 

〇運行本数はＪＲ東北本線では多い鉄道駅で 18便、少ない鉄道駅で 14便、ＪＲ気仙沼線では多

い鉄道駅で 15便、少ない鉄道駅で５便、東北新幹線のくりこま高原駅では約 20便が停車して

います。 

 

þ ᴴ ᶍ  

 

  

ћ ⱡ  

ѝ  
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(2)  ǡ ┌ 

〇主要な鉄道駅における１日の平均乗車人員は石越駅、瀬峰駅、くりこま高原駅を除き、ほぼ横

ばいで推移しています。 

〇石越駅、瀬峰駅、くりこま高原駅の１日の平均乗車人員は、令和元（2019）年度までほぼ横ば

いで推移していましたが、新型コロナウイルスが流行した令和２（2020）年度に大きく減少し

ました。その後は瀬峰駅を除き回復傾向にありますが、令和元（2019）年度以前の平均乗車人

員までは回復していない状況にあります。 

 

þ1 ╢ᶍ ┌ 
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2.5  ȹȢ 

〇本市には、迫地域と仙台市間、登米地域及び津山地域と仙台市間で高速バスが２路線運行され

ています。 

 

þ Ḙḁᶍ  
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3.  ǡ ǦȴºȣǞ Ǿ  
市民の交通手段や公共交通の利用状況などを把握するため、令和６（2024）年度に「市民アン

ケート調査」及び「高校生アンケート調査」「市民バス利用実態調査」「ＪＲ駅利用実態調査」「交

通事業者ヒアリング」「コミュニティ組織ヒアリング」を実施しました。 

 

3.1  ȋɜȚºȱ  

市民の公共交通の利用状況やサービスに対する満足度、公共交通の維持・確保のあり方などを

把握するため、以下の要領でアンケート調査を実施しました。 

 

þ  

  

 18 2,000  

 2024 12 2024  

  

 859  / 2,000  42.9  
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(1)  ȹȢǞǗƷǙ 

〇認知度について、「知っている」が 745件（86.7％）、「知らない」が 90件（10.5％）となって

います。 

〇利用頻度について、「年に数回以上利用している」が 45件（6.0％）、「利用していない」が 634

件（85.1％）となっています。 

〇利用している方の満足度について、「満足」「やや満足」が 13件（28.9％）、「やや不満」「不満」

が 12件（26.7％）となっています。 

〇利用しない理由について、「自家用車を利用するため」が 596 件（95.2％）と最も多く、次い

で「利用したい時間帯にバスが運行していないため」が 68件（10.9％）となっています。 

〇改善策について、「今後も市民バスを利用するつもりはない」が 279件（39.0％）と最も多く、

次いで「乗り方や運行ダイヤなどの情報発信の充実」が 171件（23.9％）、「バス停の改善（場

所の変更・増設など）」が 137件（19.2％）、「平日の増便」が 126件（17.6％）、「休日の増便」

が 79件（11.0％）となっています。 

 

þ Ḙḁᶍ  
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þ Ḙḁᶍ  

 

 

þ Ḙḁᶍ  
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þ Ḙḁᶱ ᵶᶉᵣ ֩ ᶉ ᶱᶃ  ֪

 

 

þ Ḙḁᶍ ֩ ֪ סּ
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(2)  ȹȢǞǗƷǙ 

〇認知度について、「知らない」が 443件（51.6％）と最も多く、「知っている」が 337件（39.2％）

となっています。 

〇利用頻度について、「年に数回以上利用している」が 21件（6.2％）、「利用していない」が 255

件（75.7％）となっています。 

〇利用している方の満足度について、「満足」「やや満足」が９件（42.9％）、「やや不満」「不満」

が１件（4.8％）となっています。 

〇利用しない理由について、「自家用車を利用するため」が 234 件（93.6％）と最も多くなって

います。 

 

þ Ḙḁᶍ  

 

 

þ Ḙḁᶍ  

  

36

(4.2%)

301

(35.0%)

443

(51.6%)

18
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þ Ḙḁᶍ  

 

 

þ Ḙḁᶱ ᵶᶉᵣ ֩ ᶉ ᶱᶃ  ֪
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(3)  ȰɇɜȲ ȨȘȠºǞǗƷǙ 

〇認知度について、「知っている」が 244 件（28.4％）、「知らない・初めて知った」が 567 件

（66.0％）となっています。 

〇利用頻度について、「年に数回以上利用している」が５件（3.9％）、「利用していない」が 117

件（92.1％）となっています。 

〇利用している方の満足度について、「満足」「やや満足」が３件（60.0％）、「やや不満」「不満」

が１件（20.0％）となっています。 

〇利用しない理由について「自家用車を利用するため」が 119件（94.4％）と最も多くなってい

ます。 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ  

 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ   
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ăḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻ ֩ ᴴ ᴴ ֪ᶊ ᵶᶅᵣᶪ ᶍᶞ 
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þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶍ   

 

 

þḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻᶱ ᵶᶉᵣ ֩ ᶉ ᶃɵ  ֪
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8 (6.3%)

8 (6.3%)

3 (2.4%)

1 (0.8%)

6 (4.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=126
119 (94.4%)

11 (8.7%)

8 (6.3%)

8 (6.3%)

3 (2.4%)

1 (0.8%)

6 (4.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=126
119 (94.4%)

11 (8.7%)

8 (6.3%)

8 (6.3%)

3 (2.4%)

1 (0.8%)

6 (4.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=126

ăḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻ ֩ ᴴ ᴴ ֪ᶊ ᵶᶅᵣᶪ ᶍᶞ 

ăḏḦḻḑ ḇ᷿᷄ᴻ ֩ ᴴ ᴴ ֪ᶊ ᵶᶅᵣᶪ ᶍᶞ 
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(4)  ǞǗƷǙ 

〇利用頻度について、「年数回以上利用している」が 229件（26.7％）、「利用していない」が 570

件（66.4％）となっています。 

〇利用している方の満足度について、「満足」「やや満足」が 46件（20.1％）、「やや不満」「不満」

が 50件（21.8％）となっています。 

〇利用しない理由について、「自家用車を利用するため」が 460 件（83.3％）と最も多くなって

います。 

 

þ ᶍ  

 

 

þ ᶍ  

 

  

11

(1.3%)
28

(3.3%)

190

(22.1%)

570

(66.4%)

60

(7.0%)
n=859

30

(13.1%)
16

(7.0%)

109

(47.6%)

37

(16.2%)

13

(5.7%)

24

(10.5%)

n=229
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þ ᶱ ᵶᶉᵣ ֩ ᶉ ᶱᶃ  ֪

  

460 (83.3%)

129 (23.4%)

105 (19.0%)

48 (8.7%)

23 (4.2%)

12 (2.2%)

6 (1.1%)

5 (0.9%)

29 (5.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=552

119 (94.4%)

11 (8.7%)

8 (6.3%)

8 (6.3%)

3 (2.4%)

1 (0.8%)

6 (4.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=126



61 

 

 

(5)  ǡ ǡ ǞǗƷǙ 

〇本市の公共交通をより良いものとするための取組について、「市民・住民バスやデマンド型乗

合タクシー、鉄道、高速バスなどの交通機関同士の乗換の改善」が 178件（29.8％）と最も多

く、次いで、「バスの時刻表や乗り方など、広報紙やホームページなどを活用した情報発信の

充実」が 152件（25.5％）、「デマンド型乗合タクシーを普及」が 138件（23.1％）、「市民バス

の路線や便数の充実」が 131件（21.9％）となっています。 

 

þ ᶍ ᶱᶧᶩ ᵣᶡᶍᶇᵸᶪᵾᶠᶍ 2֩ᶃᶝᶆ סּ  ֪

 

  

178 (29.8%)

152 (25.5%)

138 (23.1%)

131 (21.9%)

89 (14.9%)

82 (13.7%)

65 (10.9%)

58 (9.7%)

32 (5.4%)

45 (7.5%)

20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=597
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3.2  ȋɜȚºȱ  

市民バスの主たる利用者である高校生を対象に、通学実態や公共交通を利用しない理由など

を把握するため、以下の要領でアンケート調査を実施しました。 

 

þ  

  

 

1,279  
447  
94  

345  
110  

283  

 2024 2024 19  

 
Google  

 

 559  / 1,279  43.7  
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(1)  ǡ ǞǗƷǙ 

〇通学手段について、「親族・知人等の送迎」が 230件（41.1％）と最も多く、次いで、「登米市

市民バス」が 178件（31.8％）となっています。 

〇市民バスの利用状況について、「利用している」が 305件（54.6％）、「利用していない」が 238

件（42.6％）となっています。 

〇市民バスを利用している方の満足度について、「満足」「やや満足」が 141件（43.9％）、「やや

不満」「不満」が 60件（18.7％）となっています。 

〇市民バスを利用しない理由について、「親族・知人等に送迎してもらえるため」が 134件（56.3％）

と最も多く、次いで、「徒歩や自転車・バイクで通学できるため」が 79件（33.2％）、「自宅か

らバス停が遠いため」が 31件（13.0％）となっています。 

 

þ  

 

 

þ ᶍ Ḙḁᶍ  

   

178

(31.8%)

18

(3.2%)93

(16.6%)

230

(41.1%)

7

(1.3%)

33

(5.9%)

JR

n=559

171

(30.6%)

37

(6.6%)

97

(17.4%)

238

(42.6%)

16

(2.9%)
n=559
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þ ᶍ Ḙḁᶍ  

 

 

þ ᶊ Ḙḁᶱ ᵶᶉᵣ ֩ סּ  ֪

 

  

53

(16.5%)

88

(27.4%)

120

(37.4%)

46

(14.3%)

14

(4.4%)
n=321

134 (56.3%)

79 (33.2%)

31 (13.0%)

21 (8.8%)

19 (8.0%)

5 (2.1%)

21 (8.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=176n=238  
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(2)  ȹȢǡ ǞǗƷǙ 

〇市民バスの改善策について、「平日の増便」が 187件（33.5％）と最も多く、次いで、「休日の

増便」が 139 件（24.9％）、「今後も市民バスを利用するつもりはない」が 116 件（20.8％）、

「バス停の改善（場所の変更・増設など）」が 107件（19.1％）となっています。 

 

þ Ḙḁᶍ ֩ ֪ סּ

  

187 (33.5%)

139 (24.9%)

116 (20.8%)

107 (19.1%)

93 (16.6%)

61 (10.9%)

58 (10.4%)

53 (9.5%)

IC

0% 20% 40% 60% 80% 100%

187 (33.5%)

139 (24.9%)

116 (20.8%)

107 (19.1%)

93 (16.6%)

61 (10.9%)

58 (10.4%)

53 (9.5%)

IC

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=559
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3.3  ȹȢ  

市民バスの利用者を対象に、乗降バス停、属性（性別、年齢等）、利用特性（利用目的、利用

頻度等）、運行サービスに対する満足度、改善点などを把握するため、以下の要領でヒアリング

調査を実施しました。 

 

þ  

  

 

 

 
 

 

 2024 12 16 18  

  

 222  

 

(1)  ǞǗƷǙ 

〇回答者について、年齢は「10代」、乗車目的は「通勤・通学」がそれぞれ最も多くなっていま

す。 

 

þ ᶍ  

 

  

128

(57.7%)

13

(5.9%)

8

(3.6%)

8

(3.6%)

15

(6.8%)

18

(8.1%)

32

(14.4%) 10

20

30

40

50

60

70

n=222
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þ ᶍ  

 

 

(2)  ¤ ǞǗƷǙ 

〇改善・要望事項について、「運行本数やダイヤについて」が 53件（54.6％）と最も多くなって

います。 

 

þ ᴴ ֩ ֪ סּ

 

  

19

(8.6%)

2

(0.9%)

28

(12.6%)

149

(67.1%)

24

(10.8%)

n=222

53 (54.6%)

9 (9.3%)

9 (9.3%)

8 (8.2%)

7 (7.2%)

6 (6.2%)

6 (6.2%)

4 (4.1%)

3 (3.1%)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

n=97
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3.4  ſƇ♯  

市民バスが乗り入れている各鉄道駅の利用者を対象に、利用者属性、利用特性（利用目的、利

用頻度、運行サービスに対する満足度）、利用をより一層高めるために必要なサービスなどを把

握するため、以下の要領でヒアリング調査を実施しました。 

 

þ  

  

 
 

 

 2024 18  

  

 695  

 

(1)  ǞǗƷǙ 

〇回答者の年齢は「20 代」「10 代」が、回答者の利用目的は「通学」「通勤」が多くなっていま

す。 

 

þ ᶍ  

 

 

  

148

(21.3%)

173

(24.9%)

75

(10.8%)

71

(10.2%)

96

(13.8%)

82

(11.8%)

50

(7.2%)
10

20

30

40

50

60

70

n=695
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þ ᶍ  

 

 

(2)  ¤ ǞǗƷǙ 

〇改善・要望事項について、「運行本数について」が 251件（55.5％）と最も多く、次いで、「運

行ダイヤについて」が 118 件（26.1％）、「発券システムや改札について」が 67件（14.8％）、

「駅前環境や待合環境について」が 53件（11.7％）となっています。 

 

þ ᴴ ֩ ֪ סּ

  

215

(30.9%)

261

(37.6%)

18

(2.6%)

21

(3.0%)

54

(7.8%)

7

(1.0%)

43

(6.2%)

19

(2.7%)

9

(1.3%)

48

(6.9%)

n=695

251 (55.5%)

118 (26.1%)

67 (14.8%)

53 (11.7%)

21 (4.6%)

21 (4.6%)

21 (4.6%)

17 (3.8%)

12 (2.7%)

34 (7.5%)

Suica

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=452
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3.5  Ȼȋɓɜș 

市内で運行する市民バス事業者、住民バス事業者、タクシー事業者を対象に、公共交通の利用

特性や運行上の問題点や課題、公共交通の見直しにあたって留意すべき点などを把握するため、

以下のとおりヒアリング調査を実施しました。 

 

þḚᶷḲḻ᷅ ᴴ  וֹ
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3.6  ȜɈɎȴȯȌ Ȼȋɓɜș 

市内にある 21 のコミュニティ組織に対して、日常生活の移動実態や公共交通に対する要望な

どの意見を把握するため、以下のとおりヒアリング調査を実施しました。 
 

þḚᶷḲḻ᷅  

 
 

 No.  

2024 13 00 14:00 
 

   

 13  

 21  

2024 14 30 15:30 
 

   

   

2024 16 00 17:00 
 

 10  

 11  

 12  

2024 11 30 10:30 
3 4  

   

   

2024 11 11 00 12:00 
 

 14  

 15  

 16  

2024 11 14 30 15:30 
 

 18  

 19  

 20  

2024 13 30 10:30 
 

   

 17  

2024 13 11 00 12:00 
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þḚᶷḲḻ᷅  וֹ
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4.  ǡǱǛǴ 
「1.登米市の地域概況の整理」「2.公共交通の現況に関する整理」「3.公共交通の利用実態及び

ニーズに係る調査」より、本市の現況や公共交通の利用実態などを整理します。 

 

4.1  ǡ ╓  

 
 

 

 
 

 

 

 

2 4
 

 

 

 

65  

2019
 

 

4.2  ǡ  

 

11 27 87 54
 

 

 

 

 

23  
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4.3  ǡ Ǧȴºȣ 

 
 

85.1 10.5
26.7  

75.7 51.6
4.8  

92.1 66.0
20.0  

66.4 21.9  

 

 
  

41.1 31.8
1.3  

18.7  
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5.   

5.1 טּ  ǞǗƷǙ 

都市機能を中心拠点や生活拠点に集約し、高齢者などの住民が必要なサービスを身近に受け

られるようにするためには、公共交通の維持・充実が重要です。また、持続可能な地域公共交通

ネットワークを形成するためには、都市機能や居住の誘導を一体的に検討する必要があります。

そのため、本市においても、立地適正化計画と地域公共交通計画において、居住誘導区域及び都

市機能誘導区域の設定と持続可能な地域公共交通ネットワークの形成に関する取組が整合する

よう連携を図ります。 

 

þ טּ ǡ  

  

 2023  

 20 2038  

 
 

 

 

þ טּ ǞƽǄǾ ǡ ȶȬȱɘºȘǡȍɊºȡ 
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5.2  ǡ ƻ  

本編「6.1数値指標」の考え方を以下に示します。 

 

(1)  Ŧ Ƶǒǽ  

ӡ Ǧ  

 

 
 

 

 

11  

 

/  
3.98 /  4.33 /  

β Ᵽ☻⁸ Ᵽ☻⁸♦ⱴfi♪ ─כ◦◒♃ ⁹ 

 

Ӣ ǡ ƻ  

第三次登米市総合計画における目標年度（令和 17（2035）年度)の１人あたりの利用回数を新

型コロナウイルス感染症流行前である平成 30（2018）年度と同水準まで回復させることを目標

とします。 

 

1 
 

 
2 

 

 
 
 

/  
 

  = /  

H30 2018 79,417  371,458 4.68  

R1 2019 77,959  364,378  4.67  

R2 2020 76,912  284,705  3.70  

R3 2021 75,628  285,103  3.77  

R4 2022 74,228  287,257  3.87  

R5 2023 74,754 289,290 3.98  

R6 2024 71,661 289,500  4.04  

R7 2025 68,708  281,600  4.10  

R8 2026 67,645  281,100  4.16  

R9 2027 66,582  280,600  4.21  

R10 2028 65,519  279,900  4.27  

R11 2029 64,456 279,100  4.33  

R12 2030 63,390 278,200 4.39  

R13 2031 62,386 277,200 4.44  

R14 2032 61,382 276,300 4.50  

R15 2033 60,378 275,300 4.56  

R16 2034 59,374 274,200 4.62  

R17 2035 58,371 272,900 4.68  

 

β1 ⌐≈™≡⁸ 2023 ╕≢│ ⁸ 2024 │ ─ ⁸

2025 │ ה ─ ╩ ⌐ ⁹ 

β2 ⌐≈™≡⁸ 2023 ╕≢│ ⁸ 2024 │ ⌐╟╢

⁹ 
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(2)  ȹȢ  

ӡ Ǧ  

 

 
 

 

 

11  

 

 
10.7  18.3% 

β ⁸ ⁸∕─ Ᵽ☻⌐⅛⅛╢ ╩ ≢ ⇔√ ⁹ 

 

Ӣ ǡ ƻ  

運行経費及び運行収入をもとに算出した収支率を目標値とします。 

 

 

1 
 

2 

 
 

  

  = /  

R5 2023 217,668,500 23,315,612 10.7  

R6 2024 217,492,500 39,011,700 17.9  

R7 2025 217,436,400 39,171,300 18.0  

R8 2026 224,153,569 40,556,300 18.0  

R9 2027 224,153,569 40,731,100 18.1  

R10 2028 224,153,569 40,905,900 18.2  

R11 2029 231,078,249 42,349,900 18.3  

R12 2030 231,078,249 42,530,100 18.4  

R13 2031 231,078,249 42,710,400 18.4  

R14 2032 238,216,850 44,215,600 18.5  

R15 2033 238,216,850 44,401,400 18.6  

R16 2034 238,216,850 44,587,200 18.7  

R17 2035 245,575,981 46,156,200 18.7  

R18 2036 245,575,981 46,347,700 18.8  

R19 2037 245,575,981 46,539,300 18.9  

R20 2038 253,162,454 48,174,500 19.0  

β1 ⌐≈™≡⁸ 2023 │ ⁸ 2024 │ ⌐╟╢ ⁹

2023 ─ ─ 103.1%╩ ⌐ ∂≡ ⁹  

β2 ⌐≈™≡⁸ 2023 │ ⁸ 2024 │ ⌐╟╢ ⁹ 

 

 

 


